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男女別学と平等保護条項

男
女
別
学
と
平
等
保
護
条
項

―
合
衆
国
対
バ
ー
ジ
ニ
ア
判
決
を
中
心
に
し
て

―

有
　
　
澤
　
　
知
　
　
子

は
じ
め
に

Ⅰ

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
大
学
教
育
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

Ⅱ

合
衆
国
対
バ
ー
ジ
ニ
ア
判
決
（
一
九
九
六
年
）

１

バ
ー
ジ
ニ
ア
士
官
大
学
（V

irgin
ia

M
ilitary

In
stitu

te

）

２

合
衆
国
最
高
裁
判
所
に
至
る
ま
で
の
下
級
審
の
判
決

３

合
衆
国
最
高
裁
判
所
の
法
廷
意
見

Ⅲ

男
女
別
学
と
平
等
保
護
条
項

お
わ
り
に

バ
ー
ジ
ニ
ア
士
官
大
学
（
Ｖ
Ｍ
Ｉ
）
は
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
立
大
学
の
中
で
唯
一
の
男
子
大
学
で
あ
っ
た
。
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
独
特
の
使
命
は
、
市
民
生
活
及
び
軍
役
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
備
え
た
男
性
の
「
市
民
兵
士
」
を
輩
出
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
合
衆
国
は
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
と
Ｖ
Ｍ
Ｉ
を
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
排
他
的
な
男
性
の
み
の
入
学
方
針
が
修
正
第
一
四
条
の

平
等
保
護
条
項
に
違
反
す
る
と
主
張
し
て
訴
え
た
。
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
裁
判
所
は
そ
の
方
針
を
認
め
た
が
、
第
四
巡
回
裁
判
所
は
そ
れ
を
覆
し
、
そ
の
憲
法
違
反
を
改
善
す
る
よ
う

に
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
に
命
じ
た
。
そ
れ
に
応
え
て
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
、
女
性
の
た
め
の
同
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｖ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
）
を
提
案
し
た
。
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
裁
判
所
は
、
そ
れ
が

平
等
保
護
条
項
の
要
請
を
満
た
す
と
し
、
第
四
巡
回
裁
判
所
も
そ
の
計
画
に
好
意
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
そ
の
行
為
に
つ
い
て
「
過
度
の
説
得
的
な
正

当
化
」
を
示
し
て
い
な
い
と
し
、
中
間
審
査
基
準
を
用
い
て
、
違
憲
と
し
た
。
公
立
の
男
子
大
学
や
女
子
大
学
は
も
は
や
生
き
残
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

論
文
要
旨



は
じ
め
に

女
性
の
教
育
に
お
け
る
平
等
へ
の
闘
争
は
、
入
学
の
要
求
で
始
ま
り
、
そ
の
内
容
と
手
続
き
に
つ
い
て
、
教
育
の
真
の
理
念
に
疑
問
を
投
げ
か
け
な
が
ら
発
展
し
て
き

た
。
女
性
は
い
ま
や
ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
学
生
の
多
数
を
占
め
て
お
り
、
二
〇
〇
六
年
ま
で
に
、
女
性
は
、
す
べ
て
の
学
士
号
の
五
五
％
を
獲
得
す
る
で
あ
ろ
う
。
教
育

に
お
け
る
差
別
禁
止
を
命
じ
る
連
邦
法
の
下
で
、
女
性
の
教
育
の
機
会
と
そ
の
二
〇
年
後
の
統
計
は
次
の
よ
う
に
大
き
な
変
化
を
遂
げ
て
い
る

（
１
）

。

一
九
九
二
年
の
海
外
比
較
に
お
い
て
も
、
二
五
歳
か
ら
三
四
歳
ま
で
の
女
性
の
高
校
卒
業
者
の
比
率
は
日
本
の
九
二
％
に
劣
る
も
の
の
（
ア
メ
リ
カ
八
七
％
）、
四
年
制

大
学
の
学
位
取
得
に
つ
い
て
は
二
七
％
と
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
一
一
％
〜
一
二
％
に
比
較
し
て
非
常
に
高
い
。
尚
、
日
本
は
一
九
九
五
年
に
二
二
・
九
％
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一
九
七
〇
年
代

一
九
九
四
年

大
学
に
在
籍
す
る
女
性
の
高
卒
者
、
一
六
歳
か
ら
二
四
歳

四
三
％

六
三
％

四
年
制
大
学
を
修
了
し
た
女
性

一
八
％

二
七
％

四
年
制
大
学
を
修
了
し
た
男
性

二
六
％

二
七
％

女
性
に
授
与
さ
れ
た
医
学
の
学
位

九
％

三
八
％

女
性
に
授
与
さ
れ
た
歯
学
の
学
位

一
％
　

三
八
％

女
性
の
授
与
さ
れ
た
法
律
の
学
位

二
五
％

四
四
％

女
性
に
授
与
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
学
位

八
％
　

四
七
％

女
性
に
授
与
さ
れ
た
工
学
の
学
位

五
％

一
五
％

女
性
に
授
与
さ
れ
た
科
学
お
よ
び
工
学
の
博
士
号

九
％

二
〇
％
　

合
衆
国
市
民
の
女
性
に
授
与
さ
れ
た
博
士
号

二
五
％
　

四
四
％

大
学
の
運
動
選
手
の
女
性
の
割
合

一
五
％

三
七
％

高
校
の
運
動
選
手
の
女
性
の
割
合

七
・
五
％
　

三
九
％

高
卒
で
職
業
教
育
を
受
け
た
女
性

―

五
八
％



だ
っ
た
が
、
二
〇
〇
三
年
に
は
、
三
一
・
八
％
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
表
の
比
率
の
変
化
を
見
れ
ば
こ
の
二
〇
年
で
女
性
の
著
し
い
進
出
が
見
ら
れ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
女
性
教
育
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
に
変
っ

て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
だ
ど
の
よ
う
に
し
て
教
育
に
お
け
る
男
女
平
等
は
改
善
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
歴
史
的
な
推
移
を
整
理
し
た
う
え
で
、
男
子

大
学
へ
の
女
性
の
入
学
を
認
め
た
一
九
九
六
年
の
合
衆
国
対
バ
ー
ジ
ニ
ア
判
決
を
検
討
し
よ
う
と
思
う
。

男
子
大
学
の
多
く
は
共
学
に
な
っ
た
。
女
子
大
学
の
中
で
も
少
子
化
や
共
学
化
の
流
れ
か
ら
共
学
に
す
る
大
学
も
出
て
き
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
女
子
大
学
は
存
在

す
る
。
確
か
に
歴
史
的
に
見
て
も
女
子
大
学
の
存
在
は
有
用
で
あ
り
、
現
在
も
な
お
女
性
差
別
が
依
然
と
し
て
存
在
す
る
男
性
優
位
社
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
女
性
が
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
女
子
大
学
は
そ
れ
な
り
の
存
在
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。
合
衆
国
対
バ
ー
ジ
ニ
ア
判
決
を
通
し
て
、
今
一
度
、
男
女
別
学
と
平
等
保
護
条
項

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

Ⅰ

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
大
学
教
育
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

（
２
）

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
高
等
教
育
は
、
一
六
三
六
年
の
ハ
ー
バ
ー
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
の
設
立
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
。
植
民
地
の
政
治
的
組
織
等
が
整
え
ら
れ
る
と
す
ぐ
、
聖

職
者
と
、
政
治
的
・
市
民
的
指
導
者
を
養
成
す
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
が
設
立
さ
れ
た
。
一
七
七
六

年
の
独
立
ま
で
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
＆
メ
ア
リ
ー
（
一
六
九
三
年
）、
イ
ェ
ー
ル
（
一
七
〇
一
年
）、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
（
一
七
四
六
年
、
後
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
）、
キ
ン
グ
ス

（
一
七
五
四
年
、
後
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
）、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
（
一
七
五
五
年
、
後
の
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
）、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
（
一
七
六
四
年
、
後
の
ブ
ラ
ウ
ン
）、

ク
ィ
ー
ン
ズ
（
一
七
七
〇
年
後
の
ラ
ト
ガ
ー
ズ
）、
ダ
ー
ト
マ
ス
（
一
七
六
九
年
）
の
九
つ
の
大
学
が
開
設
さ
れ
た
が
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
以
外
は
ど
れ
も
宗
派
と
結
び

つ
い
て
お
り
、
古
典
（
ラ
テ
ン
語
や
ギ
リ
シ
ャ
語
）
を
中
心
に
し
て
、
倫
理
、
政
治
、
物
理
、
数
学
、
植
物
学
等
を
加
え
た
教
育
で
、
ご
く
少
数
の
男
性
の
た
め
の
も
の

で
あ
っ
た
。
植
民
地
時
代
は
女
性
が
少
数
だ
っ
た
た
め
、
植
民
地
の
存
続
に
必
要
な
存
在
と
し
て
高
い
地
位
と
権
限
を
持
っ
て
い
た
が
、
女
性
の
た
め
の
高
等
教
育
は
一

八
三
〇
年
代
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
植
民
地
時
代
の
学
校
は
男
子
の
た
め
の
学
校
で
あ
り
、
裕
福
な
家
庭
の
娘
だ
け
が
家
庭
教
師
や
女
性
が
開
い
て
い
た

学
校

(dam
e

sch
ool) （

３
）

で
基
礎
的
な
読
み
書
き
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
女
子
の
教
育
は
、
聖
書
を
読
む
能
力
と
家
事
能
力
を
身
に
つ
け
、
夫
と
家
族
の
た
め

に
奉
仕
す
る
女
性
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
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し
か
し
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
の
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
人
植
民
者
は
一
七
四
六
年
に
二
つ
の
女
子
の
た
め
の
寄
宿
学
校
を
開
設
し
、
こ
れ
ら
の
学
校
で
女
子
は
語
学
、
文
学
、

宗
教
、
歴
史
、
音
楽
か
ら
天
文
学
、
生
物
学
、
物
理
学
な
ど
の
自
然
科
学
を
学
ん
だ
。
同
校
の
卒
業
生
た
ち
は
、
一
七
七
二
年
に
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
の
セ
イ
レ
ム
に
女

子
の
た
め
の
寄
宿
学
校
を
開
設
し
、
女
子
教
育
に
乗
り
出
し
た
。
こ
の
学
校
は
や
が
て
セ
イ
レ
ム
・
ア
カ
デ
ミ
ー
、
後
に
セ
イ
レ
ム
・
カ
レ
ッ
ジ
（
一
八
六
六
年
）
と
し

て
発
展
し
、
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
女
性
の
た
め
の
高
等
教
育
の
発
展
に
重
要
な
道
を
開
く
パ
イ
オ
ニ
ア
的
役
割
を
果
た
し
た

（
４
）

。

独
立
後
、
大
統
領
は
連
邦
大
学
の
設
立
構
想
を
進
め
た
が
議
会
の
支
持
が
得
ら
れ
ず
、
現
在
あ
る
連
邦
大
学
は
、
士
官
学
校
だ
け
で
あ
る

（
５
）

。
高
等
教
育
の
発
展
に
お
い

て
、
連
邦
は
主
と
し
て
財
政
的
援
助
を
し
、
州
が
大
学
の
設
立
に
直
接
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
州
立
大
学
は
三
段
階
に
発
展
し
た
。
ま
ず
、
独
立
後
、
南
部
・
東
南

部
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
（
一
七
八
五
年
）、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
（
一
七
八
九
年
）、
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
（
一
七
九
一
年
）、
バ
ー
ジ
ニ
ア
（
一
八
一
九
年
）
等
の
最
初
の
州
立
大

学
が
設
立
さ
れ
た
。
次
に
中
西
部
に
開
拓
が
進
み
、
オ
ハ
イ
オ
（
一
七
九
七
年
）、
ミ
シ
ガ
ン
（
一
八
一
七
年
）、
ミ
ズ
ー
リ
（
一
八
三
九
年
）、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
（
一
八

四
九
年
）、
ミ
ネ
ソ
タ
（
一
八
五
一
年
）、
ア
イ
オ
ワ
（
一
八
五
五
年
）
等
一
二
の
州
立
大
学
が
設
立
さ
れ
た
。
南
北
戦
争
後
は
、
中
部
、
西
部
の
州
立
大
学
が
作
ら
れ
大

学
を
一
般
に
開
か
れ
た
民
主
的
な
制
度
へ
と
転
換
す
る
力
と
な
っ
た
。

公
立
学
校
の
普
及
と
共
に
、
女
子
に
も
初
等
教
育
が
普
及
し
、
さ
ら
に
中
等
教
育
の
機
会
も
広
が
っ
た
。
公
立
学
校
を
支
え
る
納
税
者
た
ち
は
娘
た
ち
の
受
け
入
れ
を

要
求
し
、
共
学
化
を
推
進
し
た

（
６
）

。

一
九
世
紀
に
は
共
学
の
公
立
小
・
中
学
校
が
普
及
し
た
が
、
一
九
世
紀
後
半
に
は
共
学
の
公
立
高
校
も
急
速
に
普
及
し
て
い
っ
た
。
教
育
の
普
及
に
よ
っ
て
女
性
の
識

字
率
は
上
昇
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
女
性
の
高
等
教
育
に
対
し
て
は
、
一
般
的
に
、
敵
対
的
で
あ
っ
た
。
①
女
性
の
知
的
能
力
へ
の
懐
疑
心
か
ら
、
厳
し
い
勉
学
が
女
性
の
健
康
に
有
害

で
あ
り
、
特
に
生
殖
を
妨
げ
る
、
②
性
役
割
の
侵
害
と
な
り
、
女
性
的
な
優
し
さ
や
優
雅
さ
を
失
わ
せ
、
家
庭
を
破
壊
す
る
、
③
女
性
の
大
量
進
出
が
大
学
の
質
の
低
下

を
も
た
ら
す
、
④
高
等
教
育
は
男
性
に
と
っ
て
も
一
部
の
特
権
階
級
の
特
典
に
過
ぎ
ず
、
女
性
の
受
け
入
れ
は
そ
の
よ
う
な
特
権
を
崩
す
も
の
と
み
ら
れ
た

（
７
）

。

こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
現
在
、
大
学
の
学
生
の
半
数
以
上
を
女
性
が
占
め
、
医
学
や
法
学
の
学
位
や
博
士
号
を
修
得
す
る
成
績
優
秀
者
も
多
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
男

女
特
性
論
に
基
づ
く
何
の
根
拠
も
な
い
主
張
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

女
性
の
高
等
教
育
に
つ
い
て
は
二
つ
の
方
向
が
と
ら
れ
た
。
一
つ
は
女
子
セ
ミ
ナ
リ
ー
の
開
設
か
ら
女
子
大
学
へ
の
開
設
へ
と
発
展
し
た
も
の
、
二
つ
目
は
共
学
大
学

の
発
展
で
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
初
頭
に
は
家
政
、
道
徳
に
加
え
自
然
科
学
、
歴
史
や
言
語
等
を
教
え
る
教
師
を
養
成
す
る
セ
ミ
ナ
リ
ー
が
開
設
さ
れ
た
。
一
八
六
〇
年
に
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全
国
の
教
師
の
四
人
に
一
人
は
女
性
で
あ
っ
た
。
マ
サ
ー
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
で
は
八
〇
％
に
ま
で
達
し
た
。
一
八
三
六
年
に
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
に
最
初
の
女
子
大
学
が
設
立

さ
れ
、
一
八
五
〇
年
代
ま
で
に
約
一
二
大
学
が
設
立
さ
れ
た
。

大
学
の
共
学
を
求
め
る
運
動
は
一
八
三
三
年
に
設
立
さ
れ
た
オ
バ
リ
ン
大
学
か
ら
始
ま
り
、
南
北
戦
争
前
に
三
つ
の
私
立
大
学
が
女
性
を
受
け
入
れ
、
二
つ
の
共
学
の

州
立
大
学
（
ユ
タ
、
ア
イ
オ
ワ
）
が
開
設
さ
れ
た
。
当
初
、
教
師
養
成
コ
ー
ス
だ
け
に
女
性
を
入
学
さ
せ
て
い
た
州
立
大
学
も
、
全
分
野
を
共
学
（
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
、

ミ
ズ
ー
リ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
ミ
ネ
ソ
タ
等
の
大
学
）
と
し
た

（
８
）

。

大
学
が
ど
の
よ
う
な
形
を
取
っ
て
発
展
し
た
の
か
に
は
地
域
差
が
あ
る
。
男
性
の
た
め
の
名
門
大
学
が
あ
っ
た
北
東
部
で
は
、
そ
れ
を
モ
デ
ル
と
す
る
女
子
大
学
や
名

門
大
学
が
設
置
し
た
女
子
大
学
が
作
ら
れ
、
男
女
別
学
に
よ
る
発
展
を
し
た
。
一
八
六
二
年
の
モ
リ
ル
法
に
よ
っ
て
連
邦
の
土
地
を
供
与
さ
れ
た
私
立
大
学
、
州
立
大
学

は
共
学
を
採
用
し
た
。
中
西
部
、
西
部
で
は
、
女
性
の
力
が
開
拓
に
必
要
で
あ
っ
た
た
め
、
女
性
の
地
位
が
高
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
共
学
を
採
用
し
た
。
南
部
は
農

業
中
心
で
伝
統
の
強
く
残
る
社
会
で
あ
っ
た
の
で
、
男
女
別
学
の
風
土
が
強
く
、
女
子
大
学
を
中
心
と
し
て
発
展
し
、
私
立
の
み
な
ら
ず
州
立
の
女
子
大
学
も
作
ら
れ
た
。

一
八
六
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
ま
で
に
多
く
の
女
子
大
学
が
設
立
さ
れ
、
ア
イ
ビ
ー
・
リ
ー
グ
と
呼
ば
れ
た
男
子
名
門
校
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
教
育
を
目
標
と
し
て

独
立
の
五
つ
の
女
子
大
学
と
ハ
ー
バ
ー
ド
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
付
設
さ
れ
た
女
子
大
学
を
合
わ
せ
て
セ
ブ
ン
・
シ
ス
タ
ー
ズ
が
誕
生
し
た
。

南
北
戦
争
前
は
男
女
別
学
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
南
北
戦
争
後
に
女
性
の
た
め
の
高
等
教
育
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
。
①
女
性
の
活
動
範
囲
の
拡
大
、
②
教
師
の
需
要
、

③
小
・
中
・
高
校
ま
で
共
学
の
公
立
学
校
が
普
及
し
た
た
め
、
高
等
教
育
を
受
け
た
い
と
い
う
女
性
の
強
い
願
望
と
経
済
的
余
裕
の
あ
る
富
裕
層
の
拡
大
、
④
女
性
の
権

利
要
求
運
動
か
ら
の
共
学
化
の
要
請
、
⑤
大
学
側
の
学
生
確
保
の
必
要
性
、
⑥
モ
リ
ル
法
の
成
立
に
よ
る
共
学
化
の
採
用
等
の
理
由
か
ら
で
あ
る

（
９
）

。

し
か
し
、
女
性
の
急
激
な
進
出
と
学
業
で
の
成
功
が
、
大
学
や
男
子
学
生
に
脅
威
を
与
え
、
一
九
〇
〇
年
ご
ろ
に
は
、
女
性
の
入
学
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
出

て
き
た
。
男
子
学
生
の
た
め
の
学
科
の
創
設
や
女
子
学
生
の
人
数
の
上
限
を
設
け
た
り
、
医
学
や
法
学
や
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
の
人
気

が
高
ま
る
と
、
女
性
に
高
い
入
学
資
格
を
課
し
た
り
、
入
学
枠
を
五
％
に
設
定
す
る
こ
と
が
一
般
的
に
行
わ
れ
た
。
専
門
職
が
確
立
さ
れ
て
い
く
中
で
こ
れ
ら
は
女
ら
し

さ
と
相
容
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
、
長
い
間
男
性
の
領
域
で
あ
り
続
け
た
。
一
八
七
〇
年
ご
ろ
か
ら
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
が
作
ら
れ
、
ミ
シ
ガ
ン
、
イ
エ
ー
ル
、
コ
ー
ネ
ル
、

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
な
ど
は
女
性
を
受
け
入
れ
た
が
、
ハ
ー
バ
ー
ド
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
な
ど
は
入
学
を
認
め
な
か
っ
た
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
へ
の
女
性
の
進
出
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
女
性
運
動
展
開
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

（
10
）

。

し
か
し
な
が
ら
、
ハ
ー
バ
ー
ド
は
一
九
四
三
年
に
学
部
に
女
性
を
受
け
入
れ
、
四
五
年
に
は
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ス
ク
ー
ル
に
、
一
九
五
〇
年
に
は
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
に
女
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性
を
入
学
さ
せ
た
。
他
の
ア
イ
ビ
ー
・
リ
ー
グ
の
大
学
も
次
々
に
女
性
に
門
戸
を
開
放
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
Ｇ
Ｉ
法
（
戦
争
か
ら
の
復
員
兵
法
）
に
よ
っ
て
女
子
大
学

も
男
性
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降
、
男
女
平
等
の
普
及
や
学
生
確
保
の
理
由
か
ら
、
男
子
大
学
の
ほ
と
ん
ど
が
共
学
化
し
、
女
子
大
学

も
多
く
が
共
学
化
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
の
大
学
へ
の
女
性
の
進
学
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
論
見
に
よ
り
人
数
制
限
が
な
さ
れ
た
り
、
割
合
を
設
定
さ

れ
た
り
し
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
の
女
子
教
育
の
歴
史
は
非
常
に
恣
意
的
で
あ
り
政
治
的
で
あ
る
。
学
問
研
究
に
個
人
の
能
力
差
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
男
女
差
が
あ
る
の

か
と
問
い
た
く
な
る
。

Ⅱ

合
衆
国
対
バ
ー
ジ
ニ
ア
判
決

（
11
）

こ
の
判
決
を
検
討
す
る
前
に
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
バ
ー
ジ
ニ
ア
士
官
大
学
と
は
ど
の
よ
う
な
大
学
で
あ
る
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
す
る
。

１

バ
ー
ジ
ニ
ア
士
官
大
学
（V

irg
inia

M
ilitary

Institute

以
下
Ｖ
Ｍ
Ｉ
と
い
う
）

Ｖ
Ｍ
Ｉ
は
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
レ
キ
シ
ン
ト
ン
に
あ
り
、
合
衆
国
で
も
最
も
古
い
（
一
八
三
九
年
創
立
）
州
立
の
士
官
大
学
で
あ
り
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
一
五
の
公
立
高

等
教
育
機
関
の
中
で
、
唯
一
の
単
一
の
性
の
大
学
で
あ
る

（
12
）

。
Ｖ
Ｍ
Ｉ
は
士
官
候
補
生
と
し
て
約
一
三
〇
〇
人
の
男
性
を
入
学
さ
せ
て
い
る
。
Ｖ
Ｍ
Ｉ
は
士
官
候
補
生
に
、

ス
パ
ル
タ
式
の
厳
し
い
軍
隊
の
鍛
錬
と
と
も
に
身
体
的
に
過
酷
な
要
求
を
す
る
環
境
を
提
供
し
、「
南
の
ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
」
と
呼
ば
れ
て
き
た

（
13
）

。

工
学
と
産
業
化
学
を
教
え
る
最
初
の
南
部
に
お
け
る
大
学
で
あ
っ
た

（
14
）

Ｖ
Ｍ
Ｉ
は
か
つ
て
コ
モ
ン
ウ
エ
ル
ス
の
学
校
に
先
生
を
提
供
し
て
い
た

（
15
）

。
そ
の
創
立
の
理
念
を
維

持
し
、
ア
メ
リ
カ
の
他
の
州
立
士
官
大
学
と
異
な
る
の
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
す
べ
て
の
学
生
は
学
部
の
学
位
取
得
を
め
ざ
す
士
官
候
補
生
な
の
で
あ
る
。
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
士
官
候
補

生
は
工
学
（
市
民
お
よ
び
環
境
工
学
、
電
子
お
よ
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
工
学
、
機
械
工
学
）、
科
学
お
よ
び
一
般
教
養
科
目
（
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
）
の
分
野
に
お
け
る
一

四
の
学
科
お
よ
び
二
二
の
細
か
な
学
問
分
野
に
お
け
る
学
士
号
の
取
得
を
め
ざ
す
。
ク
ラ
ス
の
多
く
は
、
そ
の
九
六
％
が
博
士
号
を
持
つ
専
任
の
教
授
に
よ
っ
て
教
え
ら

れ
、
卒
業
す
る
と
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
卒
業
生
の
九
七
％
は
軍
隊
に
お
け
る
役
務
に
就
く
か
、
一
般
企
業
に
雇
用
さ
れ
る
か
大
学
院
や
専
門
大
学
院
に
入
学
す
る
。「
軍
隊
に
お
け

る
キ
ャ
リ
ア
の
た
め
に
士
官
候
補
生
を
準
備
す
る
」
連
邦
の
士
官
大
学
と
対
照
的
に
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
軍
隊
と
市
民
生
活
の
双
方
の
準
備
に
向
け
ら
れ
て
い

る
」
の
で
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
士
官
候
補
生
の
う
ち
約
一
五
％
の
み
が
キ
ャ
リ
ア
の
軍
隊
役
務
に
就
く

（
16
）

。
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こ
れ
ら
の
学
問
の
提
供
は
、
他
の
公
立
大
学
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
特
別
の
使
命
は
「
市
民
―
兵
士
」
を
輩
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

市
民
生
活
に
お
い
て
、
ま
た
、
兵
役
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
備
え
た
人
（
男
性
）
を
輩
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
Ｖ
Ｍ
Ｉ
は
、
こ
の
使
命
を
、
他
の
州
で
は
利
用
さ

れ
て
い
な
い
広
範
な
訓
練
に
よ
っ
て
追
求
し
て
い
る
。
Ｖ
Ｍ
Ｉ
は
、
人
格
の
発
展
を
重
視
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
と
か
つ
て
の
軍
隊
教
育
の
特
徴
を
モ

デ
ル
に
し
た
「
反
意
的
メ
ソ
ッ
ド
（adversative

m
eth

od

）」
を
用
い
て
、
士
官
候
補
生
に
身
体
的
お
よ
び
心
理
的
な
鍛
錬
（
自
制
、
統
制
、
規
律
）
を
徐
々
に
教
え

込
も
う
と
し
、
ま
た
彼
ら
に
強
い
道
徳
的
な
お
き
て
を
伝
授
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
そ
の
学
校
の
卒
業
生
は
、
忍
耐
と
ス
ト
レ
ス
に
耐
え
う
る
能
力
が
高
め
ら
れ
、

危
険
な
行
程
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
の
、
達
成
感
を
持
っ
て
Ｖ
Ｍ
Ｉ
を
卒
業
す
る

（
17
）

。

Ｖ
Ｍ
Ｉ
は
特
に
指
導
者
を
輩
出
す
る
使
命
に
お
い
て
成
功
し
て
き
た
。
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
訓
練
を
成
し
遂
げ
た
男
子
卒
業
生
の
地
位
の
高
さ
（
軍
の
将
官
、
議
会
議
員
お
よ
び

企
業
の
役
員
）
を
反
映
し
て
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
は
合
衆
国
に
お
け
る
す
べ
て
の
大
学
の
中
で
最
大
の
学
生
一
人
当
た
り
の
寄
付
金
（
二
億
九
〇
〇
〇
万
ド
ル
）
を
得
て
い
る
。

す
べ
て
の
士
官
候
補
生
は
「
兵
舎
（barracks

）」
と
呼
ば
れ
る
、
大
き
な
五
階
建
て
の
建
物
に
住
む
。
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
士
官
候
補
生
は
、
監
視
が
継
続
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
存
在
し
な
い
質
素
な
兵
舎
の
中
で
生
活
す
る
。
学
問
的
に
も
身
体
的
に
も
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
で
の
日
常
生
活
は
高
度
に
過
酷
な
要
求
が
さ
れ
る
。
Ｖ
Ｍ
Ｉ
は
極
端
に
伝
統
的
で

古
風
な
士
官
大
学
で
あ
る
。
今
日
も
、
お
よ
そ
二
〇
〇
年
前
の
よ
う
に
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
士
官
候
補
生
は
、
簡
易
ベ
ッ
ド
で
眠
る
。
さ
ら
に
、
電
話
、
テ
レ
ビ
、
ポ
ス
タ
ー
お

よ
び
私
服
は
決
し
て
士
官
候
補
生
の
部
屋
で
許
さ
れ
な
い
。
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
士
官
候
補
生
は
毎
日
制
服
を
着
て
質
素
な
ホ
ー
ル
で
食
事
を
共
に
す
る
。
入
学
す
る
学
生
は
絶
え

ず
ラ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
ス
パ
イ
の
手
法
）、
反
意
的
モ
デ
ル

（
18
）

の
極
端
な
形
式
で
あ
る
が
、
に
さ
ら
さ
れ
、
海
兵
隊
の
新
兵
キ
ャ
ン
プ
と
厳
し
さ
に
お
い
て
匹
敵
す
る
。
学
生
の

年
齢
は
一
六
歳
か
ら
二
二
歳
ま
で
で
あ
る
、
予
備
役
将
校
訓
練
部
隊(
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｃ) （

19
）

へ
入
隊
す
る
た
め
に
身
体
の
鍛
錬
が
必
要
と
さ
れ
る
。
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
新
士
官
候
補
生
は
、

お
よ
そ
一
二
〇
〇
ポ
イ
ン
ト
の
大
学
進
学
適
性
試
験
（
Ｓ
Ａ
Ｔ

（
20
）

）
の
ス
コ
ア
と
三
・
三
九
の
高
校
の
学
業
平
均
値
（
Ｇ
Ｐ
Ａ

（
21
）

）
を
獲
得
し
て
い
る

（
22
）

。

Ｖ
Ｍ
Ｉ
は
、
そ
の
特
別
の
能
力
を
試
す
士
官
大
学
と
し
て
の
評
判
の
た
め
、
そ
し
て
「
そ
の
卒
業
生
が
非
常
に
学
校
と
密
接
で
あ
る
た
め
」、
受
験
生
の
心
を
惹
き
つ
け

て
い
る
。
し
か
し
、
男
性
の
み
の
士
官
学
校
で
あ
る
た
め
、
女
性
は
Ｖ
Ｍ
Ｉ
で
の
教
育
の
利
益
を
得
る
た
め
の
機
会
が
な
か
っ
た

（
23
）

。

２

合
衆
国
最
高
裁
判
所
に
至
る
ま
で
の
下
級
審
の
判
決

ま
ず
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
に
至
る
ま
で
の
こ
の
事
件
の
経
緯
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

（
１
）
第
一
次
訴
訟
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一
九
九
〇
年
に
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
へ
の
入
学
を
求
め
る
女
子
高
校
生
に
よ
っ
て
司
法
長
官
に
申
し
立
て
ら
れ
た
告
訴
に
促
さ
れ
、
合
衆
国
は
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
と
Ｖ
Ｍ
Ｉ
を
、

Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
排
他
的
な
男
子
の
み
の
入
学
許
可
方
針
が
修
正
第
一
四
条
の
平
等
保
護
条
項
に
違
反
す
る
と
主
張
し
て
訴
え
た

（
24
）

。

そ
の
訴
訟
に
先
行
す
る
二
年
間
に
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
は
三
四
七
人
の
女
性
か
ら
照
会
を
受
け
た
が
、
誰
に
も
返
答
し
な
か
っ
た
と
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
裁
判
所
は
述
べ
て
い
る
。

「
女
性
の
中
に
は
少
な
く
と
も
機
会
が
あ
れ
ば
そ
の
学
校
に
行
き
た
い
人
も
い
た
」
と
裁
判
所
は
述
べ
た

（
25
）

。
少
な
く
と
も
女
性
の
中
に
は
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
士
官
候
補
生
に
要
求
さ

れ
る
活
動
の
す
べ
て
が
出
来
る
人
が
い
る
こ
と
も
証
明
さ
れ
て
い
る

（
26
）

。
加
え
て
、
専
門
家
は
次
の
こ
と
に
同
意
し
て
い
る
、
も
し
Ｖ
Ｍ
Ｉ
が
女
性
の
入
学
を
認
め
た
ら

「
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
の
経
験
が
軍
隊
の
観
点
か
ら
よ
り
良
い
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
の
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
混
成
し
た
軍
隊
の
訓
練
を
提
供
す
る
こ

と
に
な
る
」
か
ら
で
あ
る

（
27
）

。

し
か
し
な
が
ら
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
裁
判
所
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
に
有
利
な
判
決
を
下
し
た
。
裁
判
所
は
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
女
子
大
学
対
ホ
ー
ガ
ン
判
決
が

（
28
）

最
も
密
接
な
指
針

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
の
で
、
性
に
基
づ
く
政
府
の
行
為
を
是
認
す
る
よ
う
に
求
め
る
当
事
者
は
、
分
類
に
つ
い
て
「
非
常
に
説
得
的
な
正
当
化
」
を
立
証
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
勝
訴
す
る
た
め
に
、
そ
の
事
件
の
被
告
人
は
、「
少
な
く
と
も
そ
の
分
類
が
重
要
な
政
府
の
目
的
に
奉
仕
し
て
い
る
こ
と
と
、
そ
の
差
別
的
な

手
段
が
そ
の
目
的
の
達
成
に
実
質
的
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
」
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
裁
判
所
は
、「
男
性
で
も
女
性
で
も
、
片
方
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
環
境
」
に
お
け
る
教
育
は
、
実
質
的
な
利
益
を
生
み
出
す
と
し
た

（
29
）

。
そ
し
て
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ

は
他
の
す
べ
て
の
点
で
、
共
学
の
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
制
度
に
多
様
性
を
も
た
ら
し
、
そ
の
多
様
性
は
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
独
特
の
指
導
方
法
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
る
。
男
性
の
み
の

教
育
が
重
要
な
政
府
の
目
的
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
唯
一
の
手
段
は
「
男
子
大
学
で
あ
る
Ｖ
Ｍ
Ｉ
か
ら
女
性
を
排
除
す
る
こ
と
で

あ
る
こ
と
」
は
明
白
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。

「
女
性
は
、
事
実
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
で
し
か
受
け
ら
れ
な
い
独
特
の
教
育
の
機
会
を
否
定
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
裁
判
所
は
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
も
し

女
性
が
入
学
す
る
な
ら
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
一
方
の
性
の
環
境
は
失
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
そ
し
て
そ
の
学
校
の
独
特
の
訓
練
方
法
の
い
く
つ
か
は
少
な
く
と
も
女
性
の
た
め
に
変
更

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
承
認
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
少
な
く
と
も
女
性
の
た
め
に
、
体
育
の
内
容
を
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
反
意
的
な
環
境
は
変
更
な
く
生
き
残
る
こ
と
が
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
「
十
分
な
憲
法
上
の
正
当
化
」
が

Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
一
方
の
性
の
方
針
を
継
続
す
る
た
め
に
証
明
さ
れ
て
い
る
と
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
裁
判
所
は
判
示
し
た

（
30
）

。

第
四
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
裁
判
所
の
判
決
に
同
意
せ
ず
、
無
効
に
し
た
。「
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
独
特
の
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
男
性
に
与
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え
、
女
性
に
与
え
な
い
と
い
う
、
宣
言
さ
れ
た
多
様
性
の
政
策
の
下
で
、
そ
の
決
定
を
正
当
化
で
き
る
州
の
政
策
を
何
ら
推
し
進
め
て
こ
な
か
っ
た
」

（
31
）

か
ら
で
あ
る
。

控
訴
裁
判
所
は
、「
自
律
と
多
様
性
」
を
促
進
す
る
と
い
う
州
の
中
心
と
な
る
政
策
の
一
環
と
し
て
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
で
単
一
の
性
の
教
育
を
提
供
し
て
い
る
と
い
う
州
の
主
張

に
懐
疑
心
を
持
っ
て
対
応
し
た
。
裁
判
所
は
、
州
の
差
別
禁
止
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
強
調
し
た
。「
単
科
大
学
お
よ
び
総
合
大
学
が
性
別
、
人
種
又
は
民
族
の
出
身
に
か

か
わ
り
な
く
、
教
職
員
お
よ
び
学
生
を
取
り
扱
う
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。」

（
32
）

「
そ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
、
州
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
区
別
に
関
し
て
表
明
し
た
報
告
に

お
い
て
我
々
が
見
つ
け
た
唯
一
の
明
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
の
で
、
男
性
の
み
を
教
育
す
る
Ｖ
Ｍ
Ｉ
を
正
当
化
す
る
「
多
様
性
」
を
主
張
す
る
際
に
、
州
は
「
公
立
大

学
の
州
に
お
け
る
単
一
の
性
の
教
育
（
Ｖ
Ｍ
Ｉ
）
以
外
の
政
策
に
つ
い
て
何
ら
の
説
明
も
し
て
い
な
い
」
と
す
る
。
要
約
す
れ
ば
、「
単
一
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
大
学
を
含
め

て
、
一
連
の
教
育
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
多
様
性
の
政
策
は
、
一
方
の
性
に
好
意
的
で
あ
る
以
上
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
結
論
づ
け
た
。

訴
訟
当
事
者
も
「
女
性
の
中
に
は
男
性
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
身
体
的
基
準
に
適
合
で
き
る
者
も
い
る
」
こ
と
に
同
意
し
、
裁
判
所
は
「
市
民
兵
を
輩
出
す
る
目
的
も
、

Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
実
施
し
て
い
る
方
法
も
、
本
来
的
に
女
性
に
適
合
し
な
い
も
の
で
な
い
」

（
33
）

と
判
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
控
訴
裁
判
所
は
「
少
な
く
と
も
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
身
体
的

訓
練
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
不
存
在
お
よ
び
反
意
的
メ
ソ
ッ
ド
と
い
う
三
つ
の
側
面
は
、
実
質
的
に
共
学
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
デ
ィ

ス
ト
リ
ク
ト
裁
判
所
の
認
定
を
受
け
入
れ
た

（
34
）

。
そ
し
て
、
こ
の
事
件
を
差
し
戻
す
際
に
、
改
善
案
を
選
択
す
る
責
任
を
州
に
課
し
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
に
女
性
を
入

学
さ
せ
る
か
、
同
等
の
大
学
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
州
の
援
助
を
や
め
て
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
を
私
的
機
関
と
し
て
、
そ
の
方
針
を
追
求
す
る
こ
と
を
自
由
に

任
せ
る
こ
と
で
あ
る

（
35
）

。

そ
の
判
決
に
応
え
て
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
と
同
様
の
女
性
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
し
た
。
四
年
制
の
州
が
資
金
を
提
供
す
る
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
、「
バ
ー
ジ
ニ
ア
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
た
め
の
大
学
（V

irgin
ia

W
om

en
’s

In
stitu

te
for

L
eadersh

ip

以
下
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
と
い
う
）」
が
、
私
立
の
一
般
教
養

（liberal
arts

）
の
女
子
大
学
で
あ
る
、
メ
ア
リ
ー
・
ボ
ル
ド
ウ
ィ
ン
大
学
に
置
か
れ
た
。
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
は
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
「
市
民
兵
を
輩
出
す
る
」
と
い
う
使
命
を
共
有
す
る

で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
Ｖ
Ｍ
Ｉ
と
学
術
的
な
講
義
科
目
、
教
育
の
方
法
お
よ
び
財
源
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る

（
36
）

。

メ
ア
リ
ー
・
ボ
ル
ド
ウ
ィ
ン
大
学
の
入
学
者
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
ス
コ
ア
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
ス
コ
ア
よ
り
一
〇
〇
ポ
イ
ン
ト
低
い
。
博
士
号
を
も
っ
て
い
る
大
学
教
員
は
、
Ｖ
Ｍ

Ｉ
の
教
員
よ
り
著
し
く
少
な
く
、
教
員
は
、
著
し
く
少
な
い
給
与
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
Ｖ
Ｍ
Ｉ
は
教
養
課
程
、
理
学
士
お
よ
び
工
学
士
の
た
め
の
科
目
を
提
供
し
て
い

る
が
、
メ
ア
リ
ー
・
ボ
ル
ド
ウ
ィ
ン
大
学
は
文
学
士
の
み
の
科
目
を
提
供
し
て
い
た

（
37
）

。

Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
た
め
に
求
め
ら
れ
た
専
門
部
会
で
は
、
多
く
の
女
性
に
適
切
な
指
導
法
と
し
て
、
軍
隊
モ
デ
ル
は
、
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
に
「
完
全
に
不
適
切
」
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で
あ
ろ
う
と
判
断
し
た

（
38
）

。
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
の
学
生
は
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
（
予
備
役
将
校
訓
練
隊
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
新
し
く
出
来
た
も
っ
ぱ
ら
儀
礼
的
な
バ
ー
ジ
ニ
ア
士
官
候
補
生
の

部
隊
に
参
加
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
寮
は
兵
舎
の
形
態
で
は
な
く
、
食
事
を
共
に
す
る
こ
と
や
、
制
服
の
着
用
を
要
請
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
反
意
的
メ
ソ
ッ
ド
の

代
わ
り
に
「
自
尊
心
を
強
化
す
る
強
調
的
メ
ソ
ッ
ド
」
の
導
入
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
コ
ー
ス
が
導
入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

バ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
、
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
の
学
生
と
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
士
官
候
補
生
に
、
等
し
い
財
政
的
援
助
を
提
供
す
る
こ
と
を
表
明
し
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
財
団
は
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
五
四
六
万
二
五
〇
〇
ド
ル
の
寄
付
を
支
給
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
メ
ア
リ
ー
・
ボ
ル
ド
ウ
ィ
ン
大
学
の
寄
付
は
約
一
九
〇
〇
万
ド
ル
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
寄
付
は
約
一
億
三

一
〇
〇
万
ド
ル
で
あ
る
。
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
同
窓
会
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
卒
業
生
を
雇
用
す
る
こ
と
に
関
心
を
持
つ
雇
用
主
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
の
卒
業
生
に
開
放
す
る
こ

と
に
同
意
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
卒
業
生
は
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
学
位
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
利
益
を
持
た
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
第
二
次
訴
訟

バ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
そ
の
提
案
す
る
改
正
案
の
承
認
を
求
め
て
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
裁
判
所
に
訴
え
た
。

デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
裁
判
所
は
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
案
は
憲
法
の
平
等
保
護
条
項
に
適
合
し
て
い
る
と
、
判
断
し
た

（
39
）

。「
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
方
法
は
女
性
を
教
育
す
る
た
め
に
も
使
わ
れ

う
る
。
事
実
、
女
性
の
中
に
は
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
の
方
法
よ
り
も
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
方
法
を
好
む
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
支
配
的
な
法
原
則
は
、
女
性
に
対
し
て
Ｖ
Ｍ
Ｉ

と
同
一
の
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
を
要
請
し
な
い
。」
二
つ
の
学
校
は
「
同
様
の
結
果
を
実
質
的
に
達
成
す
る
で
あ
ろ
う
。」「
も
し
Ｖ
Ｍ
Ｉ
が
太
鼓
の
音
で
行
進
す
る
な
ら
、

Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
は
フ
ル
ー
ト
の
メ
ロ
デ
ィ
で
行
進
し
、
双
方
と
も
同
じ
目
的
地
に
着
く
で
あ
ろ
う

（
40
）

。」

意
見
の
分
か
れ
た
第
四
巡
回
裁
判
所
は
、
そ
の
判
断
を
確
認
し
た

（
41
）

。
控
訴
審
裁
判
所
は
、
丁
寧
に
バ
ー
ジ
ニ
ア
案
を
審
理
し
、
単
一
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
教
育
の
提
供
は

正
当
な
目
的
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
単
一
の
性
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
維
持
は
、
そ
の
目
的
に
不
可
欠
で
あ
る
と
裁
判
所
は
結
論
付
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
裁
判
所

は
そ
の
分
析
が
平
等
保
護
審
査
を
迂
回
す
る
危
険
が
あ
る
こ
と
を
認
め

（
42
）

、
そ
こ
で
追
加
の
基
準
を
作
り
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
と
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
の
学
生
は
「
実
質
的

に
同
一
の
」
利
益
を
受
け
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
る
も
の
で
あ
る
。
控
訴
裁
判
所
は
、
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
の
学
位
は
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
学
位
の
「
歴
史
的
な
利
益
と
名
声
を
欠
い
て
い
る
」

こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
二
つ
の
学
校
に
お
け
る
教
育
の
機
会
は
十
分
に
同
等
で
あ
る
と
認
め
た

（
43
）

。

し
か
し
な
が
ら
、
上
席
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
巡
回
裁
判
官
が
反
対
意
見
を
述
べ
た
。
裁
判
所
は
、
そ
の
判
決
で
、
州
の
「
過
度
の
説
得
的
な
正
当
化
」
を
証
明
す
る
責
任
に

つ
い
て
判
断
し
な
か
っ
た
し

（
44
）

、「
こ
の
訴
訟
の
差
し
迫
っ
た
必
要
性
に
よ
る
や
む
を
え
な
い
合
理
化
」
を
受
け
入
れ
、
州
の
最
も
重
要
な
目
的
を
審
査
し
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
目
的
は
、
歴
史
的
な
記
録
か
ら
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
女
性
に
対
し
新
し
い
型
の
教
育
の
機
会
を
作
り
出
す
も
の
で
も
、
州
の
大
学
教
育
制
度
を
さ
ら
に
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多
様
化
す
る
も
の
で
も
な
く
・
・
単
に
Ｖ
Ｍ
Ｉ
が
そ
の
歴
史
的
な
性
格
と
使
命
を
保
持
す
る
た
め
に
女
性
を
排
除
し
続
け
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
る

（
45
）

。」

フ
ィ
リ
ッ
プ
裁
判
官
は
、
州
が
、
次
の
場
合
に
、
憲
法
の
平
等
保
護
の
要
請
を
満
た
す
で
あ
ろ
う
と
示
唆
し
た
、「
同
様
に
、
実
質
的
に
同
程
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
特

別
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
資
金
、
物
理
的
な
設
備
投
資
、
経
営
、
援
助
サ
ー
ビ
ス
、
教
職
員
お
よ
び
図
書
館
の
財
源
を
持
つ
単
一
の
性
の
大
学
を
開
く
な
ら
ば
‥
。」

（
46
）

し
か
し
、

Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
と
実
質
的
に
等
し
い
有
体
的
か
つ
無
体
的
な
教
育
上
の
利
益
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
か
な
り
か
け
離
れ
た
状
態
に
あ
る
。

第
四
巡
回
裁
判
所
の
大
法
廷

（
47
）

で
の
再
審
理
を
否
認
し
た
モ
ッ
ツ
裁
判
官
は
、
三
人
の
裁
判
官
が
参
加
す
る
反
対
意
見
を
提
起
し
た
。
彼
女
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
裁
判
官
の
意

見
に
同
意
し
、
州
は
「
過
度
に
説
得
的
な
正
当
化
」
を
証
明
し
て
い
な
い
と
し
、「
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
に
お
い
て
今
実
現
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
追
加
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
位

は
一
五
〇
年
以
上
前
に
設
立
さ
れ
た
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
学
位
と
『
実
質
的
に
同
程
度
の
も
の
』
と
い
か
に
し
て
判
断
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
？
」
と
尋
ね
た
。「
女
性
は
平
等
な
『
結

果
』
を
保
障
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
平
等
保
護
条
項
は
平
等
な
機
会
の
保
障
を
要
請
し
て
い
る
・
・
・
そ
し
て
そ
の
機
会
は
こ
こ
で
否
定
さ
れ
て
い
る
。」（

48
）

合
衆
国
最
高
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
ギ
ン
ス
バ
ー
グ
裁
判
官
が
法
廷
意
見
を
述
べ
、
ス
チ
ー
ブ
ン
ス
裁
判
官
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
、
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
、
ソ
ウ
タ
ー

裁
判
官
お
よ
び
ブ
レ
ー
ヤ
ー
裁
判
官
が
加
わ
っ
た
。
レ
ン
ク
イ
ス
ト
長
官
が
補
足
意
見
を
述
べ
、
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
が
反
対
意
見
を
述
べ
た
。
ト
ー
マ
ス
裁
判
官
は
事
件

の
審
理
に
も
判
決
に
も
加
わ
ら
な
か
っ
た

（
49
）

。

３

法
廷
意
見

合
衆
国
は
、
憲
法
の
平
等
保
護
の
保
障
が
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
Ｖ
Ｍ
Ｉ
が
与
え
る
独
特
の
教
育
の
機
会
を
男
性
に
排
他
的
に
確
保
し
て
い
る
こ
と
を
排
除
す
る
と
主
張

す
る
。
私
た
ち
は
そ
れ
に
同
意
す
る
。

七
人
の
裁
判
官
に
よ
る
法
廷
意
見
の
違
憲
判
断
は
次
の
三
つ
の
理
由
に
よ
っ
て
い
る
。

（
１
）
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
市
民
兵
士
を
輩
出
す
る
と
い
う
目
的
も
そ
の
方
法
論
も
本
来
的
に
女
性
に
適
切
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
ま
た
指
導
者
を
輩
出
し
て
い
る
そ
の
学
校

の
実
績
は
入
学
を
一
部
の
女
性
に
望
ま
し
く
さ
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
、
排
他
的
に
男
性
に
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
教
育
を
与
え
る
利
益
と
機
会
を
保
持
す
る
こ

と
を
選
択
し
た
。
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
政
府
の
行
為
を
擁
護
す
る
当
事
者
は
、
そ
の
行
為
に
つ
い
て
「
非
常
に
説
得
的
な
正
当
化
（exceedin

gly
persu

asive
ju

stification

）
（
50
）

」
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

性
に
基
づ
く
権
利
や
機
会
を
否
定
す
る
公
的
な
行
為
に
対
す
る
今
日
の
懐
疑
的
な
審
査
は
、
そ
の
長
い
差
別
の
歴
史
に
対
応
し
て
い
る
。
当
裁
判
所
の
多
数
意
見
が
一

世
代
前
に
認
め
た
よ
う
に
、「
わ
が
国
に
は
長
く
不
幸
な
性
差
別
の
歴
史
が
あ
る
」。

（
51
）

そ
の
歴
史
の
一
世
紀
と
三
〇
年
以
上
も
、
女
性
は
投
票
者
に
数
え
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。
一
九
二
〇
年
に
な
っ
て
初
め
て
、
女
性
は
憲
法
上
の
参
政
権
を
獲
得
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、
半
世
紀
の
間
、
連
邦
お
よ
び
州
政
府
は
「
道
理
に
か
な
っ
て
い
る
根

拠
」
が
差
別
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
、
女
性
に
対
し
て
、
男
性
に
与
え
た
機
会
を
差
し
控
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
支
配
的
な
理
論
を
存
続
さ
せ

て
き
た

（
52
）

。
一
九
七
一
年
に
、
初
め
て
当
裁
判
所
は
法
の
平
等
保
護
を
否
定
し
た
と
申
し
立
て
た
女
性
に
有
利
に
判
断
し
た

（
53
）

。
そ
のR

eed

判
決
以
降
、
当
裁
判
所
は
繰
り
返

し
次
の
こ
と
を
認
め
て
き
た
。
連
邦
政
府
も
州
政
府
も
、
法
や
公
的
政
策
が
、
女
性
に
対
し
て
、
単
に
女
性
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
十
分
な
市
民
の
資
質
、
個
人
の
才

能
や
能
力
に
基
づ
い
て
、
切
望
し
、
達
成
し
、
社
会
に
参
加
し
、
貢
献
す
る
平
等
な
機
会
、
を
否
定
す
る
と
き
、
平
等
保
護
に
適
合
し
た
行
為
を
し
て
い
な
い

（
54
）

。
ジ
ェ
ン

ダ
ー
に
基
づ
く
公
的
な
分
類
の
事
件
に
つ
い
て
の
当
裁
判
所
の
最
近
の
方
向
を
ま
と
め
る
と
、
救
済
が
求
め
ら
れ
る
異
な
る
取
り
扱
い
や
機
会
の
否
定
に
焦
点
を
当
て
て

審
理
す
る
裁
判
所
は
、
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る
正
当
化
が
「
非
常
に
説
得
的
で
あ
る
」
か
ど
う
か
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正
当
化
の
挙
証
責
任
は
、
州
に
あ
る

（
55
）

。

正
当
化
の
挙
証
責
任
に
適
合
す
る
た
め
に
は
、
州
は
（
問
題
と
な
っ
て
い
る
）
区
別
が
「
重
要
な
政
府
の
目
的
」
に
奉
仕
し
、
用
い
ら
れ
た
差
別
的
な
手
段
が
「
そ
れ
ら

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
実
質
的
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
」
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
56
）

。

そ
の
正
当
化
は
真
摯
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
仮
説
で
あ
っ
た
り
、
訴
訟
に
対
応
し
て
事
後
に
作
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
男
性
と
女
性
の
異
な

る
才
能
や
能
力
や
優
越
性
に
つ
い
て
の
広
範
な
一
般
化
に
依
拠
し
て
は
な
ら
な
い

（
57
）

。
性
に
基
づ
く
分
類
に
適
用
す
る
た
め
に
高
め
ら
れ
た
審
査
基
準
は
、
性
を
禁
止
さ
れ

た
分
類
と
す
る
の
で
は
な
く
、
性
に
よ
る
範
疇
化
が
法
的
、
社
会
的
、
そ
し
て
経
済
的
に
女
性
の
劣
性
を
作
り
出
し
、
そ
れ
を
永
続
化
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
を
意
味
す
る

（
58
）

。

前
述
の
審
査
基
準
に
基
づ
い
て
、
こ
の
事
件
の
記
録
を
審
査
し
て
、
我
々
は
、
州
が
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
に
よ
っ
て
市
民
兵
士
の
訓
練
か
ら
す
べ
て
の
女
性
を
排
除
す
る
こ
と
に

つ
い
て
「
過
度
の
説
得
的
な
正
当
化
」
を
何
ら
証
明
し
て
い
な
い
と
結
論
づ
け
る
。
従
っ
て
、
州
が
修
正
第
一
四
条
の
平
等
保
護
条
項
に
違
反
し
て
い
る
と
示
し
た
第
四

巡
回
裁
判
所
の
最
初
の
判
断
を
確
認
す
る
。
ま
た
州
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
改
善
策
―
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
―
は
憲
法
違
反
を
解
決
す
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち

そ
れ
は
均
等
な
機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
は
な
い
。
我
々
は
こ
の
事
件
に
お
け
る
第
四
巡
回
裁
判
所
の
最
終
的
な
判
断
を
覆
す
。
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（
２
）
Ｖ
Ｍ
Ｉ
が
提
供
す
る
教
育
の
機
会
か
ら
の
女
性
の
範
疇
化
さ
れ
た
排
除
は
、
女
性
の
平
等
保
護
を
否
定
す
る

（
59
）

。

（
ａ
）
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
か
ら
女
性
を
排
除
す
る
方
針
を
防
御
す
る
た
め
に
二
つ
の
正
当
化
事
由
を
主
張
し
て
い
る
。
第
一
に
、「
単
一
の
性
の
教
育
は
重
大
な

教
育
的
利
益
を
生
み
出
す
」、
ま
た
、「
単
一
の
性
の
教
育
の
選
択
は
、
教
育
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
多
様
性
」
を
促
進
す
る
。
第
二
に
、「
独
特
の
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
特
徴
お
よ
び
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
訓
練
の
方
法
」、
す
な
わ
ち
反
意
的
メ
ソ
ッ
ド
、
は
女
性
を
入
学
さ
せ
る
と
し
た
ら
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

単
一
の
性
の
教
育
は
少
な
く
と
も
何
人
か
の
学
生
に
教
育
的
利
益
を
与
え
る
、
そ
し
て
そ
の
現
実
は
そ
の
訴
訟
に
お
い
て
議
論
の
余
地
が
な
い
と
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
強

調
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
の
先
例
は
、
範
疇
化
さ
れ
た
排
除
を
防
御
す
る
た
め
に
主
張
さ
れ
る
「
親
切
な
（ben

ign

）」
正
当
化
が
自
動
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
正
当
化
を
防
御
す
る
に
は
、
事
実
上
異
な
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
た
行
為
の
合
理
性
で
は
な
く
、
実
際
の
州
の
目
的
に
つ
い
て
述
べ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
州
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
が
女
性
を
範
疇
的
に
排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
州
に
お
け
る
教
育
の
機
会
を
多
様
化
す
る
と
い
う
見
地
で
、
設
立
さ
れ
、
又
は
維
持
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
証
明
し
て
は
い
な
い
。

歴
史
的
に
見
て
も
、
州
の
主
張
す
る
単
一
の
性
の
教
育
の
選
択
に
よ
る
多
様
性
の
追
求
を
裏
付
け
て
は
い
な
い
。
一
八
三
九
年
に
Ｖ
Ｍ
Ｉ
が
設
立
さ
れ
た
と
き
、
男
女

の
教
育
の
機
会
は
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
当
時
、
よ
り
高
い
教
育
は
女
性
に
と
っ
て
危
険

（
60
）

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
ハ
ー
バ
ー
ド
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ド
・
メ
ア
リ
ー
な
ど
最
初
に
作
ら
れ
た
大
学
は
男
子
の
み
の
入
学
を
認
め
て
い
た

（
61
）

。
Ｖ
Ｍ
Ｉ
は
こ
の
点
で
新
し
い
も
の
で
は
な
く
一
八
一
九
年
に
設

立
さ
れ
た
バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
の
先
例
に
従
っ
た
の
で
あ
る

（
62
）

。

バ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
一
八
八
四
年
に
フ
ァ
ー
ム
ビ
ル
・
女
子
セ
ミ
ナ
リ
ー
を
公
的
機
関
に
し
、
一
九
〇
八
年
に
メ
ア
リ
ー
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
と
ジ
ョ
ン
・
マ
デ
ィ
ソ
ン

大
学
と
い
う
二
つ
の
女
子
大
を
、
一
九
一
〇
年
に
ラ
ド
フ
ォ
ー
ド
大
学
を
設
立
し
た
が
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
に
す
べ
て
の
大
学
は
共
学
に
な
っ
た

（
63
）

。

最
終
的
に
「
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
の
中
で
、
最
も
名
声
の
あ
る
機
関
で
あ
る
」
バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
は
共
学
を
導
入
し
、
一
九
七
二
年
に
、
男
性
と

平
等
な
基
準
で
、
女
性
を
入
学
さ
せ
た
。

一
九
九
〇
年
に
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
に
お
け
る
高
等
教
育
の
将
来
の
目
標
を
立
て
る
た
め
に
、
立
法
府
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
公
的
委
員
会
は
、「
自
律
と
多
様
性
」
を
維

持
す
る
一
方
で
「
広
い
ア
ク
セ
ス
を
与
え
る
」
方
針
を
再
確
認
し
た
。
そ
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
大
学
は
、
学
生
が
価
値
を
発
展
さ
せ
、
役
割
モ
デ
ル
か
ら
学

ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
る
の
で
、
教
員
、
職
員
お
よ
び
学
生
を
性
、
人
種
又
は
民
族
的
出
身
に
か
か
わ
り
な
く
取
り
扱
う
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る

（
64
）

」。

我
々
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
男
性
の
み
の
入
学
が
「
州
の
『
多
様
性
』
の
政
策
を
促
進
す
る
た
め
で
あ
る
」
と
い
う
記
述
に
何
ら
説
得
的
な
証
拠
を
見
出
せ
な
い
。
真
に
教
育
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の
選
択
を
高
め
る
目
的
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
男
性
の
み
に
独
特
な
教
育
の
利
益
を
与
え
る
歴
史
的
で
継
続
的
な
計
画
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
州
の
子
息
に
奉
仕

す
る
が
、
そ
の
子
女
の
た
め
に
何
も
提
供
し
て
い
な
い

（
65
）

。
そ
れ
は
平
等
な
保
護
で
は
な
い
。

（
ｂ
）
州
は
、
ま
た
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
反
意
的
訓
練
メ
ソ
ッ
ド
が
、
教
育
上
の
利
益
を
提
供
す
る
こ
と
、
ま
た
女
性
に
便
宜
を
図
る
た
め
の
変
更
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

破
壊
す
る
の
と
同
じ
く
ら
い
必
然
的
に
徹
底
的
な
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
主
張
す
る
。
ど
ち
ら
の
性
も
、
変
更
に
よ
っ
て
恩
恵
を
施
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
男
性
は
現

在
利
用
で
き
る
独
特
の
機
会
を
奪
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
女
性
は
そ
の
参
加
に
よ
っ
て
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
核
心
的
な
面
が
撤
廃
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
機
会
を

得
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う

（
66
）

。

共
学
は
実
質
的
に
「
少
な
く
と
も
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
三
つ
の
側
面
、
身
体
的
訓
練
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
不
存
在
お
よ
び
反
意
的
メ
ソ
ッ
ド
」
に
悪
影
響
を
与
え

る
で
あ
ろ
う

（
67
）

。
そ
し
て
、
女
性
の
Ｖ
Ｍ
Ｉ
へ
の
入
学
は
、
女
性
へ
の
便
宜
を
要
請
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
主
と
し
て
宿
舎
の
割
当
や
女
性
士
官
候
補
生
の
た
め
の
身
体
的

訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
要
請
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
争
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
方
法
が
、
女
性
を
教
育
す
る
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
も
、
争
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る

（
68
）

。
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
裁
判
所
は
、
女

性
の
中
に
は
そ
れ
を
好
む
女
性
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
に
入
学
し
た
い
人
も
い
る
と
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
女
性
の
中
に
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ

が
要
請
す
る
こ
と
の
活
動
の
す
べ
て
が
出
来
る
人
も
い
る
」
と
専
門
家
も
証
言
し
て
い
る

（
69
）

。
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
存
在
理
由
で
あ
る
市
民
兵
士
を
輩
出
す
る
と
い
う
目
的
も
、
Ｖ
Ｍ

Ｉ
の
実
施
し
て
い
る
教
育
方
法
論
も
本
来
的
に
女
性
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
裁
判
所
は
、
典
型
的
な
男
性
又
は
典
型
的
な
女
性
の
「
傾
向
」
に
つ
い
て
州
の
専
門
家
の
証
人
が
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く

発
達
の
相
違
」
に
つ
い
て
事
実
認
定
を
し
た
。
合
衆
国
は
、
男
女
の
平
均
的
な
能
力
や
好
み
に
つ
い
て
の
専
門
家
証
人
の
評
価
を
、
全
く
争
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
合
衆
国
は
、
繰
り
返
し
、
当
裁
判
所
がR

eed
v.

R
eed

判
決
以
来
、
州
が
示
し
た
そ
の
種
の
一
般
化
又
は
傾
向
を
「
厳
し
い
目
」
で
見
る
よ
う
に
審
理
す
る
こ
と
を

裁
判
所
に
警
告
し
て
き
た

（
70
）

。
と
い
う
の
は
、
機
会
の
門
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
州
の
行
為
者
が
、「
男
性
と
女
性
の
役
割
お
よ
び
能
力
に
関
す
る
固
定
的
な
観
念
」
に
基
づ

き
、
資
格
の
あ
る
個
人
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
り
、
正
当
な
権
限
を
持
た
な
い
か
ら
で
あ
る

（
71
）

。

女
性
の
入
学
に
よ
っ
て
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
名
声
を
落
と
し
、
反
意
的
メ
ソ
ッ
ド
を
破
壊
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
学
校
さ
え
破
壊
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
考
え
は
、
ほ
と
ん
ど

証
明
が
な
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
連
邦
の
士
官
大
学
へ
の
女
性
の
入
学
や
国
家
の
軍
隊
へ
の
女
性
の
参
加
は
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
将
来
へ
の
不
安
が
理
由
づ

け
ら
れ
な
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
資
格
の
あ
る
人
々
に
対
す
る
「
市
民
兵
士
」
の
訓
練
か
ら
す
べ
て
の
女
性
を
排
除
す
る
と
い
う
州
の
正
当
化
事
由
は
、「
過
度
に
説
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得
力
の
あ
る
も
の
」
と
は
評
価
さ
れ
な
い

（
72
）

。

（
３
）
男
性
の
み
の
大
学
と
し
て
Ｖ
Ｍ
Ｉ
を
維
持
し
、
女
性
の
た
め
に
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
を
作
る
と
い
う
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
が
提
案
し
た
改
善
策
は
、
憲
法

違
反
を
解
決
す
る
も
の
で
あ
る

（
73
）

と
下
級
審
は
判
断
し
た
が
、
合
衆
国
は
、
こ
の
「
改
善
策
」
の
判
示
を
間
違
っ
た
方
向
に
導
い
た
も
の
と
し
て
争
っ
た
。

（
ａ
）
改
善
策
は
、
憲
法
違
反
に
よ
り
密
接
に
適
合
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
人
々
が
差
別
な
く
占
め
る
で
あ
ろ
う
地
位
に
就
く
機
会
又
は
利
益
を
否
定
さ
れ
る
人
々
が
作
り

出
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

（
74
）

。
本
件
に
お
け
る
憲
法
違
反
は
、
女
性
の
個
人
的
な
評
価
を
考
慮
し
な
い
で
、
男
性
に
与
え
ら
れ
る
特
別
の
教
育
の
機
会
か
ら
女
性
を
範
疇
的

に
排
除
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
違
憲
な
排
除
に
対
す
る
適
切
な
救
済
は
、「
過
去
の
差
別
の
効
果
を
可
能
な
限
り
撤
廃
す
る
こ
と
、
お
よ
び
将
来
に
お
け
る
差
別
を
禁

止
す
る
こ
と
を
、
目
指
し
て
い
る
」
と
我
々
は
説
明
し
て
き
た

（
75
）

。

州
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
排
他
的
に
男
性
の
み
を
入
学
さ
せ
る
方
針
に
触
れ
な
い
こ
と
を
選
択
し
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
と
種
類
に
お
い
て
異
な
り
、
有
体
的
お
よ
び
無
体
的
な
設
備
に
お

い
て
不
平
等
な
、
異
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
女
性
に
提
示
し
た
。
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
が
そ
の
た
め
に
有
名
な
厳
し
い
軍
隊
訓
練
を
経
験
す
る
機
会
を
女
性
に
与
え
て
い

な
い
。
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
の
学
生
は
、
予
備
役
将
校
訓
練
隊
や
主
と
し
て
儀
礼
的
に
バ
ー
ジ
ニ
ア
士
官
候
補
生
の
部
隊
に
参
加
す
る
が
、
州
は
故
意
に
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
を
士
官
学
校
に

し
な
か
っ
た
。
学
生
は
「
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
経
験
に
非
常
に
重
要
な
」
兵
舎
で
の
生
活
を
経
験
し
な
い
し
、「
平
等
主
義
の
倫
理
」
を
育
成
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
ス
パ
ル
タ
式
の

生
活
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
経
験
し
な
い
。
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
反
意
的
な
メ
ソ
ッ
ド
に
よ
る
圧
力
、
危
険
お
よ
び
心
理
的
な
絆
か
ら
離
れ
て
、
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
の
学
生
は
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
士
官
候
補

生
に
よ
っ
て
一
般
に
経
験
さ
れ
る
、
多
く
の
こ
と
を
達
成
し
た
と
い
う
感
情
を
抱
く
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
、
方
法
論
的
な
差
異
は
、
学
習
お
よ
び

発
達
に
お
け
る
男
女
間
の
重
要
な
差
異
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
と
主
張
す
る
が
、「
女
性
で
あ
る
こ
と
」
の
一
般
化
は
、
多
く
の
女
性
に
対
し
て
適
切
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
の
才
能
と
能
力
が
平
均
的
な
説
明
の
外
に
置
か
れ
た
女
性
の
機
会
を
否
定
す
る
こ
と
を
も
は
や
正
当
化
し
な
い
。
軍
事
訓
練
以
外
の
多
く
の
点
で
も
、
Ｖ
Ｗ

Ｉ
Ｌ
は
Ｖ
Ｍ
Ｉ
と
同
じ
も
の
と
資
格
づ
け
ら
れ
な
い
。
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
選
択
や
教
員
の
評
判
、
財
源
、
名
声
、
卒
業
生
の
サ
ポ
ー
ト
お

よ
び
影
響
に
関
し
て
Ｖ
Ｍ
Ｉ
に
比
べ
見
劣
り
が
す
る
名
ば
か
り
の
も
の
で
あ
る
。
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
の
設
立
と
い
う
改
善
策
は
、
五
〇
年
前
に
テ
キ
サ
ス
州
が

提
案
し
た
改
善
策
の
回
想
で
あ
る
。
平
等
保
護
の
保
障
を
与
え
る
な
ら
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
は
州
の
施
設
に
お
け
る
法
教
育
を
否
定
さ
れ
な
い
、
と
い
う
州
の
ト
ラ

イ
ア
ル
裁
判
所
の
一
九
四
六
年
の
判
決

（
76
）

に
対
応
し
て
、
州
は
テ
キ
サ
ス
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
へ
の
入
学
を
黒
人
に
認
め
ず
、
ハ
ー
マ
ン
・
ス
ウ
エ
ッ
ト
や
黒
人
の
法
学
生
の

学
校
を
作
っ
た
。
開
校
さ
れ
た
と
き
そ
の
学
校
に
は
独
立
し
た
学
部
や
図
書
館
が
な
く
、
認
可
も
欠
い
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
州
の
ト
ラ
イ
ア
ル
裁
判
所
と
控
訴
裁

判
所
は
「
テ
キ
サ
ス
大
学
で
白
人
の
学
生
に
州
が
提
供
し
て
い
る
も
の
と
実
質
的
に
同
等
で
あ
る
」
と
し
た

（
77
）

。
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
、
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
と
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
教
育
の
機
会
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に
お
け
る
実
質
的
な
平
等
を
証
明
し
て
い
な
い

（
78
）

。

（
ｂ
）
第
四
巡
回
裁
判
所
は
、
女
性
に
対
し
て
提
案
さ
れ
た
改
善
案
に
よ
っ
て
、
女
性
が
差
別
な
し
で
占
め
た
で
あ
ろ
う
地
位
に
お
い
て
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
利
益
を
否
定
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
審
理
し
て
い
な
い

（
79
）

。
そ
の
代
わ
り
に
、
州
が
、
平
等
保
護
条
項
を
遵
守
し
て
、
男
女
を
分
離
し
た
不
平
等
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
で
き
る
か
ど
う
か

審
理
し
た
。
実
質
的
に
異
な
る
、
著
し
く
不
平
等
な
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
十
分
で
あ
る
と
宣
言
す
る
際
に
、
裁
判
所
は
当
裁
判
所
に
よ
っ
て
発
展
さ
せ
ら
れ
た
厳
格

な
基
準
を
州
に
敬
意
を
払
う
基
準
（
合
理
的
基
準
）
と
置
き
換
え
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
自
身
が
考
案
し
た
審
理
「
実
質
的
な
比
較
可
能
性
」
テ
ス
ト
を
加
え
て
い
る
。

第
四
巡
回
裁
判
所
は
、
明
ら
か
に
そ
の
よ
う
な
州
に
敬
意
を
払
う
分
析
に
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
案
を
あ
て
は
め
た
こ
と
に
お
い
て
間
違
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は

「
今
日
の
す
べ
て
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
分
類
」
は
「
高
め
ら
れ
た
分
類
の
正
当
化
」
を
要
請
す
る
か
ら
で
あ
る

（
80
）

。
Ｖ
Ｍ
Ｉ
と
同
等
の
質
の
教
育
を
求
め
、
そ
し
て
適
合

す
る
女
性
に
、
よ
り
少
な
い
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
真
の
平
等
保
護
を
女
性
に
与
え
る
の
が
州
の
義
務
で
あ
る
。
最
初
の
控
訴
審
の
判
断

（
81
）

は
確
認
さ
れ
、

後
の
控
訴
審
の
判
断

（
82
）

は
棄
却
さ
れ
る
、
そ
し
て
本
件
は
こ
の
意
見
に
一
致
す
る
さ
ら
な
る
手
続
き
の
た
め
、
差
し
戻
さ
れ
る
。

こ
の
判
決
に
は
、
レ
ン
ク
イ
ス
ト
裁
判
官
の
補
足
意
見

（
83
）

と
、
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
の
長
文
に
わ
た
る
反
対
意
見

（
84
）

が
付
さ
れ
て
い
る
。
両
者
は
、
法
廷
意
見
が
用
い
た
「
過

度
に
説
得
的
な
正
当
化
事
由
」
に
つ
い
て
批
判
し
て
い
る
。

レ
ン
ク
イ
ス
ト
裁
判
官
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
女
性
排
除
と
救
済
方
法
の
合
憲
性
に
つ
い
て
は
、
結
論
と
し
て
法
廷
意
見
に
賛
成
す
る
が
、
法
廷
意
見
が
「
過
度
に
説
得
的
な

正
当
化
事
由
」
を
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
曖
昧
な
基
準
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
混
乱
を
招
く
必
要
性
が
あ
る
の
で
、
従
来
の
よ
う
に
性
差
別
に
つ
い
て
の

審
査
基
準
は
、
中
間
的
審
査
基
準
に
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
救
済
方
法
に
つ
い
て
、
法
廷
意
見
は
Ｖ
Ｍ
Ｉ
を
共
学
に
す
る
よ
う
に
述
べ
て
い
る
に
等
し
い
と
し
、

男
女
別
の
教
育
機
関
は
全
く
同
一
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
教
育
の
質
が
同
じ
で
あ
れ
ば
良
い
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
女
性
排
除
の
合
憲
性
は
過
去
に
遡
る
の
で

は
な
く
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
女
子
大
以
降
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

ス
カ
リ
ア
裁
判
官
の
反
対
意
見
も
「
過
度
に
説
得
的
な
正
当
化
事
由
」
を
用
い
る
こ
と
は
、
厳
格
審
査
に
つ
な
が
る
と
批
判
す
る
。
こ
の
結
果
、
男
女
別
学
は
違
憲
の

可
能
性
が
極
め
て
高
く
な
り
、「
機
能
的
に
死
亡
」
す
る
こ
と
に
な
る
と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
男
女
別
学
に
つ
い
て
の
教
育
上
の
価
値
に
つ
い
て
は
憲
法
は
中
立
で
あ
り
、

そ
れ
を
変
更
し
た
い
な
ら
、
そ
の
よ
う
に
法
律
改
正
す
る
の
が
民
主
主
義
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
長
い
伝
統
に
支
持
さ
れ
た
慣
行
は
権
利
の
章
典
で
明
示
的
に
禁
止
さ

れ
な
い
限
り
、
最
高
裁
判
所
は
そ
れ
を
覆
す
立
場
に
な
い
と
し
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
に
つ
い
て
も
こ
の
こ
と
が
妥
当
す
る
と
す
る
。
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Ⅲ

男
女
別
学
と
平
等
保
護
条
項

人
種
の
平
等
に
つ
い
て
は
、
長
い
間
、
人
種
を
理
由
に
分
離
す
る
制
度
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
制
度
は
平
等
保
護
条
項
に
反
し
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
白
人
と
黒
人
は
別
扱
い
さ
れ
て
い
る
が
、
黒
人
が
排
除
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
「
分
離
す
れ
ど
も
平
等(sep

arate
bu

t

equ
al)

」
と
い
う
考
え
方
が
通
用
し
て
い
た

（
85
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
人
種
の
分
離
教
育
に
つ
い
て
、
一
九
五
四
年
の
ブ
ラ
ウ
ン
判
決

（
86
）

は
、
こ
の
考
え
方
を
否
定
し
、
教
育
の

重
要
性
を
強
調
し
て
、
人
種
別
学
は
黒
人
の
子
ど
も
に
劣
等
感
を
与
え
、
黒
人
の
教
育
を
阻
害
す
る
以
上
、
平
等
保
護
条
項
の
要
請
に
反
す
る
と
宣
言
し
た
。

男
女
の
別
学
に
つ
い
て
はR

eed
判
決
以
前
に
、
州
立
の
女
子
大
学
に
入
学
し
よ
う
と
し
た
三
人
の
男
性
の
試
み
を
棄
却
す
る
下
級
審
の
判
決
を
合
理
的
な
関
係

（ration
al

relation

）
を
理
由
に
し
て
即
座
に
確
認
し
た
判
決
が
あ
り

（
87
）

、R
eed

判
決
以
降
に
も
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、V

orch
h

eim
er

v.
P

h
iladelph

ia

判
決
で
、

等
し
く
分
か
れ
た
意
見
で
あ
る
が
、S

u
san

V
orch

h
eim

er

が
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
男
子
の
み
の
高
校
で
あ
る
中
央
高
校
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
女
子
高

校
が
「
同
様
の
平
等
な
質
を
持
つ
」
と
い
う
こ
と
と
、
単
一
の
性
の
学
校
が
厳
し
い
教
育
へ
の
尊
重
さ
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
示
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
認
め
た
第
三

巡
回
裁
判
所
の
判
決
が
あ
る

（
88
）

。

し
か
し
な
が
ら
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
女
子
大
学
事
件

（
89
）

で
、
五
対
四
で
当
初
か
ら
入
学
を
女
性
に
限
っ
て
い
た
州
立
の
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
女
子
大
学

の
看
護
学
部
に
入
学
す
る
権
利
を
、
女
性
で
あ
る
こ
と
を
除
い
て
、
入
学
資
格
の
あ
る
男
性
に
否
認
す
る
方
針
は
、
修
正
第
一
四
条
の
平
等
保
護
条
項
に
違
反
す
る
と
判

示
し
た
。
そ
し
て
こ
の
合
衆
国
対
バ
ー
ジ
ニ
ア
判
決
に
お
い
て
も
、
七
対
一
で
男
性
の
み
を
入
学
さ
せ
、
女
性
を
範
疇
的
に
排
除
す
る
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
方
針
を
、
平
等
保
護
違

反
と
し
た
。

市
民
兵
士
を
輩
出
す
る
と
い
う
目
的
も
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
行
っ
て
い
る
方
法
論
も
、
本
来
的
に
女
性
に
適
切
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
ま
た
指
導
者
を
輩
出
す
る
そ
の

学
校
の
実
績
は
入
学
を
一
部
の
女
性
に
望
ま
し
く
さ
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
州
は
、
排
他
的
に
男
性
に
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
教
育
を
与
え
る
利
益
と
機
会
を
維
持
す
る
こ
と
を
選

択
し
た
。
そ
し
て
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
と
実
質
に
お
い
て
同
等
と
は
い
え
な
い
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
を
作
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
同
等
な
も
の
で
あ
れ
ば
よ
い
が
、
質
的
に
劣
る
施
設
を
作
る

こ
と
は
平
等
保
護
条
項
に
反
す
る
。
そ
の
点
で
私
は
法
廷
意
見
に
同
調
す
る
し
、
中
間
的
審
査
基
準
だ
け
で
な
く
、
過
度
に
説
得
的
な
正
当
化
事
由
を
課
し
て
も
良
い
と

思
う
。
こ
の
男
女
別
学
が
男
女
特
性
論
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
現
在
の
ア
メ
リ
カ
軍
は
男
女
混
成
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
も
女
性
に
対
し
て
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も
軍
事
訓
練
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
男
女
を
問
わ
ず
社
会
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
が
民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
。
確
か
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
な
い
兵
舎
に
住
み
、

厳
し
い
訓
練
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
女
性
に
と
っ
て
酷
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
男
性
に
と
っ
て
も
同
じ
で
あ
る
と
思
う
。
女
性
に
も
そ
の
よ
う
な
訓
練
に
耐
え
う
る
精

神
力
と
体
力
を
持
ち
合
わ
せ
た
人
は
い
る
し
、
逆
に
男
性
に
も
そ
の
よ
う
な
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
人
も
い
る
。
男
女
と
い
う
範
疇
で
見
る
の
で
は
な
く
、
男
女

共
に
個
人
の
能
力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
平
等
保
護
条
項
に
適
合
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

Ｖ
Ｍ
Ｉ
は
女
性
を
入
学
さ
せ
た
最
後
の
州
立
士
官
大
学
で
あ
っ
た
。
Ｖ
Ｍ
Ｉ
は
一
九
九
七
年
ま
で
士
官
候
補
生
の
部
隊
か
ら
女
性
を
排
除
し
て
い
た
。
一
九
九
〇
年
に

合
衆
国
司
法
省
が
そ
の
男
性
の
み
の
入
学
方
針
に
対
し
て
Ｖ
Ｍ
Ｉ
に
対
し
て
差
別
訴
訟
を
提
起
し
た
。
訴
訟
の
継
続
中
に
、
州
が
出
資
し
て
作
っ
た
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
は
、
女
性

の
た
め
の
Ｖ
Ｍ
Ｉ
と
同
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
メ
ア
リ
ー
・
ボ
ル
ド
ウ
ィ
ン
大
学
に
開
設
さ
れ
た
。

合
衆
国
対
バ
ー
ジ
ニ
ア
事
件
で
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
が
合
衆
国
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
裁
判
所
で
勝
訴
し
て
か
ら
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
が
、
七
対
一
で
、
女
性
を
排
除
す
る
こ
と

は
公
的
資
金
に
よ
っ
て
援
助
さ
れ
て
い
る
学
校
に
つ
い
て
は
憲
法
違
反
で
あ
る
と
一
九
九
六
年
六
月
二
六
日
に
判
示
す
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な
さ
れ
た
。
Ｖ
Ｍ
Ｉ

に
女
性
を
入
学
さ
せ
る
か
、
同
等
の
女
性
の
た
め
の
大
学
を
作
る
か
、
私
立
大
学
に
移
行
す
る
か
。
そ
の
判
示
の
あ
と
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
は
、
修
正
第
一
四
条
か
ら
、
ま
た
こ
の

判
示
か
ら
、
逃
れ
る
た
め
に
私
立
大
学
に
移
行
し
よ
う
と
考
え
た
。
国
防
省
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
ら
学
校
か
ら
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
（
予
備
役
将
校
訓
練
部
隊
）
を
引

き
上
げ
る
と
警
告
し
て
い
た
。
結
果
と
し
て
、
議
会
は
法
律
（10

U
S

C
2111a

）
を
改
正
し
た
。
そ
れ
は
、
軍
隊
に
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
を
含
め
た
六
つ
の
四
年
制
の
士
官
大
学
に

お
い
て
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
引
き
上
げ
た
り
縮
小
し
た
り
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
国
防
長
官
お
よ
び
軍
部
の
長
官
は
、
四
年
制
の
士
官
大

学
で
の
予
備
役
将
校
訓
練
部
隊
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
終
了
や
削
減
が
、
特
別
に
大
学
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
な
け
れ
ば
、
終
了
し
た
り
削
減
す
る
行
為
を
と
っ
た
り
認
め
た
り
し

て
は
な
ら
な
い
。」
の
で
あ
る
。

Ｖ
Ｍ
Ｉ
参
事
委
員
会
は
八
対
七
で
女
性
の
入
学
を
認
め
た
。
一
九
九
七
年
に
Ｖ
Ｍ
Ｉ
は
最
初
の
三
一
人
の
女
性
士
官
候
補
生
を
入
学
さ
せ
た
が
、
女
性
も
男
性
士
官
候

補
生
と
同
じ
厳
し
い
身
体
訓
練
や
技
術
訓
練
を
受
け
て
い
る
。
髪
は
四
イ
ン
チ
以
下
で
化
粧
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
一
年
五
月
一
九
日
に
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
最

206



初
の
共
学
の
ク
ラ
ス
の
卒
業
式
で
、
二
二
〇
人
の
男
性
と
並
ん
で
一
三
人
の
女
性
が
学
士
号
を
受
け
取
っ
た
。
そ
れ
は
そ
の
大
学
が
部
隊
に
女
性
を
同
化
さ
せ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
な
お
、
二
〇
〇
五
年
に
入
学
し
た
一
二
五
一
人
の
内
七
一
人
が
女
性
で
あ
っ
た

（
90
）

。

女
性
が
士
官
大
学
に
入
り
、
男
性
と
同
じ
厳
し
い
訓
練
を
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
な
い
兵
舎
に
入
り
、
制
服
を
常
に
着
用
し
、
髪
も
短
髪
で
、
ス
パ
イ
行
為
も
さ
せ
ら

れ
る
。
ま
さ
し
く
軍
隊
生
活
を
す
る
の
で
あ
る
が
、
卒
業
生
が
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
の
よ
さ
を
語
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
地
獄
ば
か
り
の
学
生
生
活
で
は
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
。
強
力
な
同
窓
会
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
こ
の
大
学
を
卒
業
す
る
と
明
る
い
未
来
が
待
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
男
性
、
女
性
の
区
別
は
生
ま
れ
に
よ

る
区
別
で
あ
り
、
自
分
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
度
の
人
生
で
あ
る
。
自
分
の
思
う
よ
う
に
十
分
に
自
分
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
場
が
あ
れ
ば
、

女
性
も
男
性
も
も
っ
と
成
長
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
女
性
で
あ
る
こ
と
で
大
学
教
育
を
受
け
る
こ
と
さ
え
で
き
な
か
っ
た
女
性
が
、
男
性
並
み
に
厳
し
い
訓
練
を
大
学
で
受

け
る
な
ど
昔
の
人
は
想
像
も
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

男
性
も
女
性
も
人
間
と
し
て
平
等
で
あ
る
。
そ
れ
が
平
等
保
護
条
項
の
真
の
意
味
で
は
な
い
か
と
思
う
。
よ
ほ
ど
の
こ
と
で
な
い
限
り
、
男
性
だ
け
で
き
て
、
女
性
に

は
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
学
に
お
け
る
人
種
や
性
別
の
多
様
化
は
、
新
た
な
役
割
モ
デ
ル
を
作
り
、
偏
見
を
解
消
し
、
人
種
や
性
に
対
す
る

差
別
の
撤
廃
に
向
け
て
の
第
一
歩
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
男
女
共
学
に
な
っ
た
こ
と
で
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
起
こ
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
春
に
は
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
最
高
位
の
男
子
士
官
候
補
生

が
三
人
の
女
子
士
官
候
補
生
に
性
交
渉
を
求
め
た
こ
と
が
発
覚
し
て
、
退
学
処
分
に
な
っ
た
。
セ
ク
ハ
ラ
は
Ｖ
Ｍ
Ｉ
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
女
性
が
Ｖ
Ｍ
Ｉ

に
入
学
し
た
こ
と
で
起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
反
対
派
の
論
理
で
あ
る
。
今
ま
で
男
性
の
純
粋
培
養
の
大
学
で
あ
っ
た
た
め
、
男
女
の
理
解
、
尊
重
に
欠
け
る
と

こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
女
性
が
増
え
れ
ば
逆
に
解
消
し
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
い
う
の
は
楽
観
的
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
か
。
社
会
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー

を
輩
出
す
る
大
学
に
お
い
て
は
あ
る
ま
じ
き
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

尚
、
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
の
最
初
の
卒
業
生
は
二
二
名
で
入
学
し
た
四
二
名
の
約
半
分
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
八
名
の
卒
業
生
が
軍
隊
に
入
っ
た
。
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
の
入
学
生
は
毎
年

四
〇
―
四
五
人
で
あ
り
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
も
同
じ
く
ら
い
で
あ
る
。
多
様
性
は
確
か
に
広
が
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
こ
の
二
つ
の
学
校
は
ど
う
な
っ
て
行
く
の
だ
ろ
う
か
。
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（
２
）

ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
発
展
お
よ
び
実
情
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ン
川
嶋
瑤
子
『
大
学
教
育
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
―
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
を
ど
う
変
革
し
た
か
―
』
東
信
堂
（
二
〇
〇
四
年
）

が
詳
し
い
の
で
、
必
要
な
と
こ
ろ
を
引
用
し
た
。
特
に
第
１
章
を
参
照
。
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３
）

D
am
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は
４
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７
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で
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男
女
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対
象
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年
裁
縫
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の
教
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。
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史
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注
（
２
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頁
参
照.

（
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一
八
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年
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（
６
）

ホ
ー
ン
川
嶋
瑤
子
前
掲
注
（
２
）
５
―
７
頁
参
照
。

（
７
）

同
右
　
７
―
８
頁
参
照
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同
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参
照
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頁
参
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照
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が
あ
り
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
様
子
が
写
真
入
で

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）

歴
史
的
に
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
公
立
の
単
科
大
学
お
よ
び
総
合
大
学
の
多
く
は
単
一
の
性
の
大
学
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
七
〇
年
の
半
ば
ご
ろ
ま
で
に
Ｖ
Ｍ
Ｉ
を
除
く
す
べ
て
の
大

学
が
共
学
に
な
っ
た
。766

F
.S

u
pp.1407,14018-1419

(W
D

V
a
1991).

（
13
）
（h

ttp://kan
saspress.ku

.edu
/strw

om
.h

tm
l

）
ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
は
ニ
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。
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1432.

（
17
）

U
n

ited
S

tates
v.V

irgin
ia,518

U
.S

.515

、at
520.

（
18
）

反
意
的
モ
デ
ル
は
身
体
的
な
厳
し
さ
、
心
理
的
ス
ト
レ
ス
、
絶
対
的
な
取
り
扱
い
の
平
等
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
不
存
在
、
細
か
な
振
る
舞
い
の
規
制
、
お
よ
び
望
ま
れ
る
価
値
の
洗
脳
を
特
徴
付

け
て
い
る
。
若
い
学
生
を
分
断
し
、
そ
の
限
界
と
能
力
を
意
識
さ
せ
る
。
さ
ら
に
特
権
と
責
任
の
階
層
的
な
「
階
級
制
度
」、
上
級
ク
ラ
ス
の
指
導
者
を
そ
れ
ぞ
れ
入
学
ク
ラ
ス
の
ラ
ッ
ト
（
ス
パ

イ
）
に
割
り
当
て
る
「
障
壁
制
度
」
そ
し
て
厳
し
い
「
礼
儀
作
法
」
を
押
し
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
。

（
19
）

Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
（R

eserve
O

fficers
T

rain
in

g
C

orps

）
予
備
役
将
校
訓
練
部
隊
（
一
部
の
大
学
に
設
け
ら
れ
て
い
る
、
学
生
に
将
校
養
成
訓
練
を
授
け
る
制
度
、
ま
た
そ
う
し
た
訓
練
を
受
け
る

全
学
生
の
こ
と
を
い
う
）

（
20
）

S
ch

olastic
A

ptitu
de

[A
ssessm

en
t]

test

ア
メ
リ
カ
の
大
学
進
学
適
性
試
験
。

（
21
）

G
rade

poin
t

average

学
業
平
均
値
。

（
22
）
（h

ttp://w
w

w
.vm

i.edu
/m

edia/adm
ission

s/202008.pdf

）
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（
23
）

766
F

.S
u

pp.at
1421.

（
24
）

766
F

.S
u

pp.,at
1408.

（
25
）

Id.at
1414.

（
26
）

Id.at
1412.

（
27
）

Id.at
1441.

（
28
）

M
ississippiU

n
iv.for

w
om

en
v.H

ogan
,458

U
.S

.718
(1982).

（
29
）

766
F

.S
u

pp.,at
1415.

（
30
）

Id.at
1413.

（
31
）

976
F

.2d
890,892

(1992).

（
32
）

Id.at
899

(

21
世
紀
の
大
学
に
関
す
る
バ
ー
ジ
ニ
ア
委
員
会
の
一
九
九
〇
年
報
告
引
用
）

（
33
）

Id.at
899.

（
34
）

Id.at
896-897.

（
35
）

Id.at
900.

（
36
）

852
F

.S
u

pp.471,476-477
(W

D
V

a
.1994).

（
37
）

Id.at
501-503.

（
38
）

44
F

.3d
1229,1233

(C
A
4
1995).

（
39
）

852
F

.S
u

pp.,at
473.

（
40
）

Id.at
481-484.

（
41
）

44
F
3d
1229

(C
A
1995).

（
42
）

Id.at
1237.

（
43
）

N
o.94-1941

の
第
四
巡
回
控
訴
裁
判
所
の
合
衆
国
裁
判
所
へ
の
サ
ー
シ
オ
レ
イ
とN

o.94-2101,
V

irgin
ia

el
al.

v.
U

n
ited

S
tates

の
同
裁
判
所
へ
の
サ
ー
シ
オ
レ
イ
ラ
イ
が
併
合
さ
れ
、

U
n

ited
S

tates
v.V

irgin
ia,518

U
.S

.515
(1996)

に
な
っ
た
。

（
44
）

44
F
3d

at
1247.M

ississippiU
n

iv.for
w

om
en

,458
U

.S
.at
724.

（
45
）

Ibid.

（
46
）

Id.at1250.

（
47
）

６
人
の
裁
判
官
が
大
法
廷
で
の
再
審
理
に
賛
成
、
４
人
が
反
対
の
投
票
を
し
、
３
人
が
辞
退
し
た
。
第
四
巡
回
裁
判
所
の
規
則
は
辞
退
を
考
慮
し
な
い
で
、
巡
回
裁
判
所
の
通
常
の
活
動
を
し
て

い
る
裁
判
官
（
現
在
13
人
）
の
多
数
の
投
票
に
基
づ
い
て
の
み
大
法
廷
で
の
審
理
を
認
め
て
い
る
。52

F
.3d,at

91,an
d

n
.1

（
48
）

52
F

.3d,at
9.

（
49
）

ト
ー
マ
ス
裁
判
官
は
審
理
に
も
判
決
に
も
加
わ
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
は
彼
の
息
子
がC

itadel

と
い
う
一
九
九
五
年
以
前
に
Ｖ
Ｍ
Ｉ
と
同
じ
よ
う
な
公
立
の
男
性
の
み
の
士
官
大
学
の
学
生
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。M

ary
B

ecker
et

al.,F
em

in
ist

J
u

rispru
d

en
ce-T

akin
g

W
om

en
S

eriou
sly

C
ases

M
aterials

S
econ

d
ed

.at
63.(2001).

（
50
）

こ
の
「
過
度
に
説
得
的
な
正
当
化
」
と
い
う
要
件
はM

ississippiU
n

iv.for
w

om
en

v.H
ogan

、458
U

.S
.at
718,724

(1982)

、
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
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（
51
）

F
ron

tiero
v.

R
ich

ardson
,411

U
.S

.677,684
(1973).

性
差
別
判
例
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
性
差
別
と
合
衆
国
裁
判
所
－
判
例
の
動
向
と
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
法
学
新
報
92
巻
７
・

８
・
９
号
31
―
76
頁
等
参
照
（
一
九
八
六
）、

（
52
）

G
oesaert

v.C
leary,335

U
.S

.464,467
(1948).

（
53
）

R
eed

v.R
eed,404

U
.S

.71,73.

（
個
人
の
不
動
産
の
管
理
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
平
等
に
権
利
を
持
つ
人
の
中
で
男
性
が
女
性
に
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
ア
イ
ダ
ホ
法
の
規
定
を
憲

法
違
反
と
す
る
）

（
54
）

例
え
ば
、K

irch
berg

v.
F

een
stra,450

U
.S

.
455.462-463

(1981)

（
夫
に
妻
の
同
意
な
く
財
産
の
一
方
的
な
処
分
件
を
与
え
て
い
る
ル
イ
ジ
ア
ナ
法
の
無
効
を
確
認
）,S

tan
ton

ｖ.S
tan

ton
,421

U
.S

.7
(1975)

（
少
年
は
21
歳
ま
で
、
少
女
は
18
歳
ま
で
親
に
扶
養
義
務
が
あ
る
と
す
る
ユ
タ
法
の
要
件
を
無
効
と
し
て
い
る
）

（
55
）

M
ississippiU

n
iv.for

w
om

en
,458

U
.S

.at
724.

（
56
）

こ
の
定
義
は
中
間
的
審
査
基
準
（in

term
ediate

classification

）
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、R

eed

判
決
以
降
女
性
差
別
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。「
重
要
な
政
府
の
目
的
」
に
奉
仕
し
、
用

い
ら
れ
て
い
る
手
段
が
「
実
質
的
に
そ
の
目
的
の
達
成
に
関
係
し
て
い
る
」
と
い
う
２
つ
の
要
件
の
立
証
を
要
請
す
る
。
人
種
差
別
な
ど
違
憲
の
疑
い
の
強
い
分
類
（su

spect
classification

）

の
と
き
に
用
い
ら
れ
、
や
む
を
え
な
い
政
府
の
利
益
（com

pellin
g

in
terest

）
と
そ
の
た
め
に
必
要
最
小
限
に
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
（n

arrow
ly

tailored

）
を
要
請
す
る
厳
格
な
審
査

基
準
（strict

scru
tin

y

）
と
何
ら
か
の
合
理
性
が
あ
れ
ば
、
立
法
裁
量
や
行
政
裁
量
に
配
慮
す
る
合
理
的
な
審
査
基
準
（ration

al
basis

）
の
中
間
に
あ
る
か
ら
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
。Ibid.,

W
en

gler
v.D

ru
ggists

M
u

tu
alIn

s.C
o.,446

U
.S

.142,150
(1980).

（
57
）

W
ein

berger
v.W

isen
feld,420

U
.S

.636,643,648
(1975)

（
58
）

U
n

ited
S

tates
v.V

irgin
ia,518

U
.S

.515,531-534
(1996).

（
59
）

Id.pp.534-546.

（
60
）

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学
部
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｈ
・
ク
ラ
ー
ク
博
士
は
、
そ
の
『
教
育
に
お
け
る
性
』
に
お
い
て
、「
一
生
懸
命
勉
強
し
、
男
子
学
生
と
学
問
上
競
争
す
る
生
理
学
的
な
効
果
は
女
性

の
生
殖
器
官
の
発
展
を
妨
げ
る
で
あ
ろ
う
」
と
主
張
し
た
。S

ee
E

.C
larke,S

ex
in

E
du

cation
38-39,62-63

(1873).

こ
の
時
代
は
こ
の
よ
う
な
内
容
の
本
が
沢
山
出
さ
れ
て
い
た
。H

/M
au

dsley,S
ex

in
M

in
d

an
d

in
E

du
cation

(1874),C
M

aigs,F
em

ales
an

d
T

h
eir

D
iseases

(1848)

等
。

（
61
）

E
.F

arello,A
H

istory
of

th
e

E
du

cation
of

W
om

en
in

th
e

U
n

ited
S

tates
163

(1970).

（
62
）
「
州
立
の
大
学
へ
の
女
性
の
入
学
に
対
す
る
ど
の
闘
争
も
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
で
の
闘
争
よ
り
よ
り
長
引
い
た
り
、
よ
り
厳
し
く
展
開
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
」
と
歴
史
学
者
は
述
べ
て
い
る
。

一
八
七
九
年
に
州
の
上
院
が
女
性
の
た
め
の
高
等
教
育
の
可
能
性
を
調
査
す
る
こ
と
を
決
め
た
が
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
そ
の
子
女
の
高
等
教
育
を
提
供
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
新

し
い
機
会
は
す
ぐ
に
女
性
に
開
か
れ
な
か
っ
た
。T

.
W

ood
y,

A
H

istory
of

W
om

en
’s

E
d

u
cation

in
U

n
ited

S
tates

254
(1929)

、2
H

istory
of

W
om

en

ﾕs
E

d
u

cation
,

H
.R

.D
oc.N

o.5,58th
C

on
g.,S

ess.,438
(1904)

（
63
）

766
F

.S
u

pp.,at
1418-1419.

（
64
）

976
F

.2d
at
898-899.

（
65
）

Id.pp.535-540.

（
66
）

B
rief

for
C

ross
P

etition
ers
34-36.

（
67
）

976
F

.2d,at
896-987.

（
68
）

852
F

.S
u

pp.,at
481.

（
69
）

766
F

.S
u

pp.,at
1412-1414.
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（
70
）

O
.C

on
n

or,
P

ortia’s
P

rogress,66
N

.Y
.U

.L
.R

ev.1546,1551
(1991).

（
71
）

M
ississippiU

n
iv.for

w
om

en

、458
U

.S
.at
725.

（
72
）

U
n

ited
S

tates
v.V

irgin
ia,518

U
.S

at
540-546.

（
73
）

Id.pp.546-558.

（
74
）

M
illiken

v.B
radley,433

U
.S

.267,280.

（
75
）

L
ou

isian
a

v.U
n

ited
S

tates,380
U

.S
.145,154

(1965).

（
76
）

S
w

eatt
v.P

ain
ter,336

U
.S

.629

（
77
）

Id.
at
632-33.

新
し
い
学
校
は
、
五
人
の
常
勤
の
教
員
、
二
三
人
の
学
生
部
、
約
一
六
、
五
〇
〇
冊
の
図
書
館
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
テ
キ
サ
ス
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
に
は
、
一
六
人
の
常

勤
教
員
、
八
五
〇
人
の
学
生
部
、
六
五
、
〇
〇
〇
冊
を
超
す
本
を
持
つ
図
書
館
、
奨
学
金
、
ロ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ユ
ー
、
模
擬
裁
判
施
設
が
あ
っ
た
。

（
78
）U

n
ited

S
tates

v.V
irgin

ia,518
U

.S
pp.547-554.

（
79
）

M
illiken

U
.S

.at
280.

（
80
）

J.E
.C

.v.A
labam

a
ex

rel.T
.B

.,511
U

.S
.127,136.

（
81
）

974
F

.2d
890

(C
A
4
1992)

（
82
）

44
F

.3d
1229

(C
A
41995).

（
83
）

U
n

ited
S

tates
v.V

irgin
ia,518

U
.S

.at
558-566.

（
84
）

Id.at
566-586.

（
85
）

P
lessy

v.F
eu

gu
son

,163
U

.S
.537

(1986).

（
86
）

B
row

n
v.B

oard
of

E
du

cation
,347

U
.S

.483
(1954).

（
87
）

W
illiam

s
v.M

cN
air,401

U
.S

.951
(1971)

（
88
）

430
U

.S
.703

(1977).U
n

ited
S

tates
C

ou
rt

of
A

ppeals
for

th
e

T
h

ird
C

ircu
it,532

F
.2d.880

(3d.C
ir.1976).

（
89
）

M
ississippiU

n
iversity

for
W

om
en

v.H
ogan

,458
U

.S
.718

(1982).

（
90
）

V
irgin

ia
M

ilitary
In

stitu
te

―W
ikipedia,th

e
free

en
cyclopedia

at
5.
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